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稿者は、1990 年から 2001 年の間に 9 年半、上海、大連、青島と駐在生活を経験した。上海・

大連では、子どもを日本人学校と全日制補習授業校(以下補習校)に通わせた。青島では、補習

校がなく、インターナショナルスクールのみであったため、日本語の教科学習は通信教育を利

用した。しかし、帰国後の子どもの学力に不安を感じたため、補習校の立ち上げに関わった。

在留邦人とその子女は増加傾向にあり、その時代の補習校では帰国を前提とした算数と国語の

教科学習を中心に行っていた。その後、日中国際結婚家庭の子どもも増し、保護者のニーズも

多様化してきている。つまり、佐藤(2007)が、国際児の増加に伴い、東アジアの日本人学校の

在り方を再構築する時代になったと述べているように、現在の中国の補習校も同様な状況に

なっていると考える。 

以上から、本研究は、中国地方都市における日中国際児の増加及び保護者のニーズの多様化

による補習校の変容に注目し、補習校の在り方を考える。従来の帰国を前提とした教科学習の

「国語教育」だけではなく、「継承日本語教育」の考察を通し、補習校の役割を検討すること

を目的とする。 

 従来中国における補習校は、欧米とは異なり、児童生徒が増加すれば日本人学校へシフトす

る「シフト型補習校」であった。そのため、日本人学校が設立されると、補習校は消滅してい

た。すなわち、補習校は日本人学校への礎のようなものであった。しかしながら、近年の中国

における補習校の中には、児童数の増加により日本人学校になっても吸収されず、保護者の要

望で継続される「分離型補習校」がある。また、日本人学校があるにもかかわらず、新たに設

立される「独立型補習校」もある。このように中国地方都市における補習校の在り方は、従来

型から大きく変化している。 

 保護者は、数年で帰国する駐在者と帰国予定のない駐在者や永住者に二分される。各保護者

は、どのような教育観を持ち、子どもの母語維持をどのように考え、そして補習校をどのよう

に捉えているのか、また子どもたちも補習校をどのように捉えているのか等の疑問が浮かび上

がってきた。そこで、本稿では2校を対象校としてアンケート調査とインタビュー調査を行い、

補習校の役割について検討した。また、補習校の運営に関わっている保護者と教師のインタ

ビュー調査を通して今後の補習校の課題を取りあげた。 

 調査結果から、家庭内での日本語維持の方法のひとつとして、読み聞かせを行った家庭が多

く、国際結婚家庭では、「一人一言語」方式を採用している家庭も多いことが分かった。 

保護者達は補習校に対して、従来の「国語教育」だけではなく、「継承日本語教育」、つまり、

日本語・日本文化の習得継承をする機関としても捉えていることが分かった。それに対して、

子どもたちは、日本語使用ができる場所、居心地の良い場所「居場所」として捉えていること

が分かった。 

 運営に関わっている保護者と教師からの課題として、教室と教師の確保、運営維持、日本語

力と学習力の差異、および授業方法の困難さが挙げられた。これらのうち、教室と教師の確保、

運営維持は、保護者だけによる運営で小規模のため、恒常的問題であると考えられる。調査対

象校である補習校は文部科学省(以下文科省)の支援を受けているが、日本人会の支援、日本人

学校との連携及び補習校同士の連携が欠かせないであろう。 
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 今後の中国における補習校は、従来の帰国を念頭に入れた「帰国型教育」だけではなく、「継

承日本語教育」の導入も視野に入れて再構築していく必要性があると考える。「継承日本語教

育」は、文科省も母語支援の観点から、ようやく注視されてきた部分である。 

「継承日本語教育」によって、補習校に通う子どもたちは、日本語を習得し、文化を理解す

ることができるものと思われる。子どもたちが、補習校を「居場所」と捉えている限り、子ど

ものバランスのとれた全人的成長のためにも、将来のためにも補習校が存続することを願う。

そして、「継承日本語教育」については、欧米の補習校は無論のこと、中国地方都市における

補習校においても、外務省、文科省と一体となって取り組む必要性があることを提言したい。 
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